うつ の つく 2 


で すか ら 、 嘘 を つく の を や め て 、 す 
べ て の 人 が 隣人 に 真実 を 話し て くだ 
さい 。 エ ペ ソ 人 へ の 手紙 4:25 


あな た の 隣人 に 対し て 偽り の 証言 を し て は な ら な い . 出 エジプト 記 
20:16 

悪 の た め に 悪 を 報い る 者 は いな い 。 す べ て の 人 の 目 に 正直 な も の を 
提供 し て くだ さい 。 そ の 日 の よう に 正直 に 歩 こ う 。 暴動 や 柳 町 の 中 
で も 、 部 屋 着 や 放 縦 の 中 で も 、 争 いや ね た み の 中 で も 。 ロ ー マ 人 へ 
の 手紙 12:17。 13:13 

主 の 目 に だ け で な く 、 人 の 目 に も 正直 な こと を 提供 する 。 コ リン ト 
第 二 8:21 

最後 に 、 兄 弟 た ち 、 何 が 真実 で ある か 、 何 が 正直 で ある か を 考え て 
くだ さい .…… こ れ ら の こと に つい て 考え て くだ さい 。 ピ リピ 人 へ の 手 
紙 4:8 

…- す べ て の 敬 度 さと 正直 さ で 、 静 か で 平和 な 生活 を 送っ て くだ さ 

い 。 1 テモ テ 2:2 

….- す べ て に お いて 正直 に 生き た いと 思っ て いま す 。 へ ブラ イ 人 へ の 
手紙 13:18 


「 わ た し は 彼 を 知っ て いる 」 と 言い な が ら 、 そ の 戒め を 守ら な い 者 
は 、 偽 り 者 で あり 、 真 実は その 人 の 中 に あり ませ ん 。 嘘つき と は 、 
イエ ス が キリ スト で ある こと を 否定 する 者 の ほか に ある で し ょ う 

か 。 彼 は 父 と 子 を 否定 する 反 キ リス ト で す 。 1 ヨハ ネ 2:4.22 

も し 人 が 、「 私 は 神 を 愛し て いる | と 言い 、 兄 弟 を 憎む な ら 、 そ の 
人 は うそ つき で す 。 なぜなら 、 見 た 兄弟 を 愛さ な い 人 は 、 見 た こと 
の な い 神 を どう し て 愛す る こと が で きる で し ょ う 。 そ し て 、 神 を 愛 
する 者 は 兄弟 を も 愛す る と いう 、 こ の 控 を 彼 か ら 受 け ま し た 。 ヨ ハ 
ネ 第 一 4:20-21 

私 は 偽り の 虚栄 心 を 見 る 者 た ち を 憎み まし た 。 し か し 、 私 は 主 に 信 
頼 し ます 。 嘘つき の 唇 を 沈黙 させ まし ょ う 。 彼ら は 、 義 人 に 対し 

て 、 誇 らし げに 、 軽 世 的 に 、 ひ どい こと を 言い ます 。 詩 編 31:6,18 


主 を 信頼 し 、 高 ぶる 者 を 尊重 せ ず 、 嘘 に 背 を 向け な い 者 は 幸い で あ 
る 。 詩 編 40:4 

ea 嘘 を つく 者 の 口 は と め ら れる 。 央 く 者 は わた し の 家 に 住む こと 
は な い 。 詩 編 63:11。 101:7 


偽り の 道 を 私 か ら 取 り 除 き 、 あ な た の 律 法 を 恵み 深く 私 に 与え て く 
だ さい . 私 は 嘘 を 嫌い 、 嫌 いま す . 詩 編 119:29,163 

主 よ 、 偽 り の 唇 と 散 き の 舌 か ら 私 の 魂 を 救い 出し て くだ さい 。 詩 編 
120:2 


これ ら の 6 つの こと は 主 が 憎む も の で す 。 そ う で す 、 主 に と っ て 7 
つの こと は 忌まわしい も の で す 。 誇らしげ な 表情 、 嘘 つき の 舌 、 無 
実 の 血 を 流す 手 、 邪 悪 な 想像 力 を た くら む 心 、 い た ずら に 走る 素早 
い 足 、 虚 偽 の 言葉 証人 は 嘘 を つき 、 兄 弟 の 間 に 不 和 を まき 散ら す 。 
歳 言 6:16-19 


偽り の 唇 で 憎しみ を 隠し 、 中 傷 を 口 に する 者 は 愚か 者 で す 。 多 く の 
言葉 の 中 に 罪 は な く 、 口 を 閉ざす 者 は 賢い 。 正 し い 者 の 舌 は 銀 の よ 
う で あり 、 悪 し き 者 の 心 は ほとん ど 価 値 が な い 。 誠 言 10:18-20 


正しい 者 の 考え は 正しい が 、 悪 者 の 計り は 欺く 。 真実 を 語る 者 は 義 
を 明らか に する 。 剣 の 刺し 傷 の よう に 語る 者 も ある が 、 賢 者 の 舌 は 
健康 で ある 。 真実 の 唇 は 永遠 に 確立 され ます が 、 嘘 つき の 舌 は ほん 
の 一 瞬 で す 。 悪 を 想像 する 者 の 心 に は 飲 購 が あり ます が 、 平 和 の 助 
言 者 に は 喜び が あり ます 。 正 し い 人 に は 何 の 災 いも 起こ ら な い 。 嘘 
つき の くち びる は 主 に 忌 み 嫌 われ ます 。 威 言 12:5,17-22 


正しい 人 は 嘘 を つく の を 嫌い 、 悪 人 は 憎み 、 恥 を か く 。 歳 言 13:5 
忠実 な 証人 は 嘘 を つき ませ ん が 、 偽 り の 証人 は 嘘 を つき ます 。 思 慮 
深い 者 の 知恵 は その 道 を 理解 する こと で ある が 、 愚 か 者 の 愚か さ は 
芝 き で ある 。 真実 の 証人 は 魂 を 救う が 、 飲 き の 証人 は 嘘 を つく 。 大 
言 14:5、8、25 

悪 を 行う 者 は 偽り の 唇 に 注意 を 払い ます 。 嘘つき は 悪口 に 耳 を 傾け 
る 。 優 れ た スピ ー チ は ば か で は あり ませ ん 。 和 言 17:4.7 

誠実 に 歩む 貧し い 者 は 、 く ちび る を 曲げ て 愚か な 者 に まさ る 。 偽り 
の 証人 は 罰せ られ ず 、 嘘 を 話す 者 は 逃れ る こと が で きま せん 。 偽り 
の 証人 は 罰せ られ ず 、 偽 り を 語る 者 は 滅び る 。 人 の 欲望 は 彼 の 優し 
さ で あり 、 貧 し い 人 は 嘘つき より も 優れ て いま す . 大 言 19.1、5、 
9、22 

欺 き の パン は 人 に 甘い 。 し か し その 後 、 彼 の 口 は 砂利 で 満た され る 
で し ょ う 。 歳 言 20:17 

偽り の 舌 に よっ て 宝物 を 手 に 入れ る こと は 、 死 を 求め る 者 た ちの 間 
で 行き 来 す る 虚栄 心 で す 。 鍼 言 21:6 


憎む 者 は その くち びる で ご ま か し 、 自 分 の 中 に 欺 き を た くわ えま 

す 。 彼 が 公正 に 語る と き 、 彼 を 信じ て は な ら な い 。 な ぜ な ら 彼 の 心 
に は 7 つの 憎む べき こと が ある か ら で あ る 。 そ の 憎しみ は 地上 購 に 直 
われ て お り 、 彼 の 邪悪 さ は 会 衆 全体 の 前 に 示さ れ ま す 。 穴 を 掘る 者 
は その 中 に 落ち 、 石 を 転がす 者 は その 上 に 返っ て くる 。 嘘つき の 舌 
は 、 そ れ に 悩ま され て いる 人 を 憎み ます 。 お 世辞 の 口 は 破滅 を も た 
ら す 。 威 言 26:24-28 

ささ や く 者 と 呼ば れ て は な ら な い 。 ま た 、 あ な た の 舌 で 待ち 伏せ し 
て は な ら な い 。 泥棒 に は 汚 ら わし い 恥 が あり 、 二 重 の 舌 に は 悪い 非 
難 が ある か ら で あ る 。 伝道 の 書 5:14 


